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資料１



１ 学力テストの結果について

２ これまでの取組と成果について
(1) 学力向上支援教員（複数指導教員）の配置
(2) 外国語指導助手（ＡＬＴ）の配置
(3) 英語検定補助事業の推進
(4) ＩＣＴの活用による学びの支援
(5) 図書活動推進教員の配置
(6)「うきしろスタンダード」の活用による確かな指導の確立
(7) 授業力向上研修の充実
(8)「家庭学習のすすめ」の活用

３ 県学調の分析結果から見える学力の課題
(1) 教科の正答率より
(2) 学力の伸びについて
(3) 児童生徒質問紙調査より

４ 今後、取り組むべきこと
(1) 授業改善
(2) 学びの支援
(3) 家庭との連携
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本日の説明内容
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１ 学力テストの結果について①

全国学力・学習状況調査の伸び（Ｒ３とＲ４の比較）

小６ 中３ 小６ 中３

H30 R3 H31(R1) R4

国語 国語 国語 国語

行田市 62 63 行田市 63 67

全国 62.7 64.6 全国 63.8 69

差 −0.7 −0.9 −1.6 差 −0.8 −1.2 −2.0

算数 数学 算数 数学

行田市 54 55 行田市 62 49

全国 57.5 57.2 全国 66.6 51.4

差 −3.5 1.3 −2.2 差 −4.6 2.2 −2.4

総合差 0.4 1.0

※Ｒ３よりＲ４の方が、全国との差の縮まり方が大きい→学力は伸びている
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埼玉県学力・学習状況調査の伸び（Ｒ２→Ｒ３）

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ２ Ｒ３
小４ 小５ 小４ 小５
国語 国語 算数 算数

行田市 64.6 54.4 63.5 57.9
埼玉県 64.3 56.7 64.2 61.6
差 0.3 -2.6 -2.3 -0.7 -3 -3.7

小５ 小６ 小５ 小６
国語 国語 算数 算数

行田市 61.5 57 60.9 60.1
埼玉県 62.1 58.6 61.7 60.9
差 -0.6 -1 -1.6 -0.8 0 -0.8

小６ 中１ 小６ 中１
国語 国語 算数 数学

行田市 58.1 59.4 58.6 58.5
埼玉県 58.8 61.3 59 59.4
差 -0.7 -1.2 -1.9 -0.4 -0.5 -0.9

中１ 中２ 中１ 中２
国語 国語 数学 数学

行田市 59.2 61.8 58.8 58.5
埼玉県 61.1 63.1 60.2 59.1
差 -1.9 0.6 -1.3 -1.4 0.8 -0.6 Ｒ２ Ｒ３

中２ 中３ 中２ 中３ 中２ 中３
国語 国語 数学 数学 英語 英語

行田市 63.4 67.1 55.8 56.1 54.5 54.8
埼玉県 63.8 68.1 58.6 58.1 57.3 60
差 -0.4 -0.6 -1 -2.8 0.8 -2 -2.8 -2.4 -5.2

総合差 -4.8 -1.9 -2.4 −9.1

１ 学力テストの結果について②
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埼玉県学力・学習状況調査の伸び（Ｒ３→Ｒ４）

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ３ Ｒ４

小４ 小５ 小４ 小５

国語 国語 算数 算数

行田市 56.1 54.2 68.1 62

埼玉県 58 56.2 69.9 63

差 -1.9 -0.1 -2 -1.8 0.8 -1

小５ 小６ 小５ 小６

国語 国語 算数 算数

行田市 54.4 62.2 57.9 59.4

埼玉県 56.7 63.8 61.6 59.8

差 -2.3 0.7 -1.6 -3.7 3.3 -0.4

小６ 中１ 小６ 中１

国語 国語 算数 数学

行田市 57 56.7 60.1 56.4

埼玉県 58.6 58.8 60.9 57.7

差 -1.6 -0.5 -2.1 -0.8 -0.5 -1.3

中１ 中２ 中１ 中２

国語 国語 数学 数学

行田市 59.4 55.7 58.5 48.8

埼玉県 61.3 57.1 59.4 52.7

差 -1.9 0.5 -1.4 -0.9 -3 -3.9 Ｒ３ Ｒ４

中２ 中３ 中２ 中３ 中２ 中３

国語 国語 数学 数学 英語 英語

行田市 61.8 54.2 58.5 54.6 61.2 52.6

埼玉県 63.1 56.3 59.1 57.1 62.6 55.9

差 -1.3 -0.8 -2.1 -0.6 -1.9 -2.5 -1.4 -1.9 -3.3

総合差 -0.2 -1.3 -1.9 −3.4

Ｒ３総合差－９．１ Ｒ４総合差－３．４ 総合差が5.7縮まった →学力は伸びている。

１ 学力テストの結果について③



学力向上支援教員の配置状況や指導の様子を定
期的に教育委員会が視察し、より効果が上がるよ
うに指導助言。

（１）学力向上支援教員（複数指導教員）の配置

国語、算数・数学を中心に、学力に不安のある
児童・生徒にきめ細かな指導の充実を図る。

ねらい

確かな学力の定着

各学校の学力課題をもとに、重点的に支援が必
要な教科・学校規模に合わせて配置。
各学校は、学力課題のある学年や教室に適切に配
置し、授業、休み時間、放課後の補習などで活用。

配置

サポート

話し合いの助言個別指導 少人数指導

・レベル別で教えてもらえて、ありが
たい。

・指導力に信頼感がある。
・子供から「算数が楽しくなった」と
聞いて、親としてうれしい。

保護者
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２ これまでの取組と成果について

教員

・子どもたちの学習に寄り添いながら、
必要に応じてアドバイスしてもえる
のがありがたい。

・教科担当と連携がよく図れている。
・授業に前向きな生徒が増えた。

子ども

・やり方を教えてもらって、勉強が
おもしろくなった。

・教え方が丁寧で分かりやすい。
・課題ができると、褒めてくれるので、
うれしい。
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（２）外国語指導助手（ＡＬＴ）の配置

ＡＬＴによる
オンライン授業配信

ＢＯＥ研修※による
授業アシスタント力向上

外国語指導専科教員
との授業

ＡＬＴとの
毎授業の打合せ

・ＡＬＴの授業参加は「英語を使って話したい」という子ども
たちの気持ちを育てている。

➤コミュニケーションへの関心・意欲が高まっている。

効 果

今後は…

・ＡＬＴの効果的な配置

・ＩＣＴやデジタル教科書等の効果的活用

・オンライン活用等の効果検証

外国語教育の充実を図るため、小学校の外国語活動及び

小・中学校の外国語授業に外国語指導助（ALT）を配置。

【ＡＬＴの役割】

➣担当教員の指導のもと、担当教員が行う授業にかかる補助
➣授業中の発音、活動の説明
➣授業の打合せ、教材作成の補助等

ねらい

※ ＢＯＥ研修とは、教育委員会が行う研修のことで、指導法や教材作成方法、服務に関する研修など行う。
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英語力向上及び学力向上のため、市内在住の中学生の英語検定受験料を補助
し、受検機会の拡大を図るとともに英語検取得率向上を図る。

ねらい

（３）英語検定補助事業の推進

ＡＬＴによる
オンライン面接＆指導

２次面接対策
想定質問の解答づくり＆指導

対面での
面接練習＆指導

・中学３年生英語検定取得率 令和２年度 ２０．４％ ➤ 令和３年度 ２７．２％
効 果

【英語検定取得支援事業】
１支援対象
助成対象となる英語検定・級実用英語技能検定１級～４級

２対象生徒

・市内中学校に在籍する生徒
・市内に住所を有し、市外の中学校に在籍している生徒

３助成回数

英語検定を受検した中学生１人につき、当該年度２回

４助成額

生徒１人につき１回あたり２，０００円。ただし、４級については１，０００円。
（同一年度２回まで）

主な取組み

【英語検定２次対策講座の実施】
中学校、市内公共施設を会場として、受検しやすい環境を整備した結果、受検者数の拡大や英語好きな生徒が増加し、結
果として英語の学力が向上した



課題理解への支援 授業での活用 オンラインによる授業

（４）ＩＣＴの活用による学びの支援

デジタルドリルを活用した
個別学習

インターネットを用いた
調査活動

カメラ機能を活用した
技能の習得

プレゼンテーションソフト
を活用した発表活動

指導者用デジタル教科書を
活用した課題の提示

カメラ機能を使った演示

オンラインによる職場見学
（外部指導者の活用）

オンライン授業による
学習補償
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（５）図書活動推進教員の配置

貸出の支援

読書標語

おススメの本

人気本ベスト３
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学校図書館の機能の充実及び活性化を推進することにより

児童生徒の読書習慣の定着及び読解力の向上を図るため、

図書活動推進教員を配置する

ねらい

➣配置校……１６校 ➣推進教員…８名

➣配置方法…２名１組のペアをつくり１ペア４校を担当する

配置状況

➣貸出業務の補助

➣図書室内、掲示板の掲示物作成→おすすめ本コーナー
の設置、読書感想文の書き方の掲示

➣授業時間や昼休み等を活用した図書活動の設定→低学
年への読み聞かせ、中学年以上へのブックトーク

➣図書の管理について→新刊本購入の際のアドバイス
（指定の学年にオススメの本等）

活動内容

成 果

➣児童生徒の図書室の利用、図書の貸出率が増えている。

➣読書する児童生徒の割合が増えた。



（６）「うきしろスタンダード」の活用による確かな指導の確立

1.ねらい
授業の基本を示すことで、若い教員からベテランの教員までが同じ指導実践をすることができ、子供たちに

同じ学びが保証される。よりポイントを押さえた、授業力の向上を図ることができる。

２.成果
教員の日々の授業実践のHow toとしてだけではなく、自身の7授業実践のフィードバックとしての活用、校内

研修においては授業を見る視点として利用することで、より明確な協議や今後の改善ポイントとして校内の意思
統一を図る指針となった。 11



（７）授業力向上研修の充実
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指導主事の指導により、経験の浅い教職員の授業力を高

め、子どもたちへの指導力を向上させる。

ねらい

○本採用２・３年次の教員

○教職経験通算３年未満の臨時的任用教員

○本年度、他市から行田市に異動した

４年次から８年次の教員

５５人に２時間ずつ、合計１１０時間の研修

対象者

「課題」と「まとめ」を明確にし、授業の流れがしっかりと板書された授業が多く実践されていた。対話的な

活動については、コロナ禍であり苦労されていたが、対話する人数や距離を工夫したり、ＩＣＴやワークシー

トを活用したりしながら、熱心に取り組まれていた。

成 果

研究授業の様子

Ａ 授業の準備や教材研究の大切さだけでなく、日々の指導
の積み重ねの大切さを学びました。

Ｂ 悩んでいた体育の授業が少しずつわかってきた。もっと
児童が汗をかき、楽しく運動できる授業が行えるように、
努力していきたい。

感想報告から



（８）「家庭学習のすすめ」の活用

1.ねらい
一人で学習する方法を明確にすることで、子供たちが進んで自主的に学ぶ態度を育成する。さらに、

保護者にも示すことで、学校と家庭の連携がスムーズにいく。

２.成果
『家庭学習のすすめ』があることで、自ら進んで家庭学習に取り組むことができるようになった。

保護者も家庭学習の重要性を改めて確認できるようになった。 13



✔国語

→「読解力」（読み取る力）に課題がある（小・中）

→思考力・判断力・表現力項目に課題がある。いわゆる、登場人
物の思いや考えを問う問題。

✔算数・数学

→小学校は「図形」「変化と関係」（関数）、中学校は「数と
式」の領域に課題がある。

→知識・技能項目に課題がある。いわゆる、各領域の基礎・基本
の問題。（計算の仕方等）

(1)教科の正答率より

14

３ 県学調の分析結果から見える学力の課題①



小４ 小５ 小６ 中１

3
(1-A)

18
(6-A)

36
(12-A)

中１国語 ① ② ③ ④ ⑤

レベルの伸び ３ １ ２ １ ３

中１数学 ① ② ③ ④ ⑤

レベルの伸び ３ １ ２ １ ３

①

②
③
④

⑤

①

②
③
④

小４ 小５ 小６ 中１

3
(1-A)

18
(6-A)

36
(12-A)

⑤

(2)学力の伸びについて
→上位層（全体の上位２５％以上のグループ）、

下位層（全体の上位７５％よりも下のグループ）よりも

中位層（２５％～７５％）は学力の伸びが小さい

レ
ベ
ル
の
伸
び

レ
ベ
ル
の
伸
び

15①最上位に位置する子たち ②上位から２５％に位置する子たち(２５%～５０％以上) ③中央に位置する子たち（５０～７５％以上）④上位から７５％に位置する子たち
⑤最下位に位置する子たち ①が上位層、②～③が中位層、④～⑤が下位層を示す

３ 県学調の分析結果から見える学力の課題②



• 普段（月～金曜）、１日当たり携帯電話やスマートフォンでＳＮＳ

や動画視聴などをしますか。

→【小学校】３時間以上 行田 20.7％ 全国 19.7％

【中学校】３時間以上 行田 30％ 全国 29.5％

＊ 長時間利用者が全国平均値よりやや多い。

(3)児童生徒質問紙調査※より

16※「質問紙調査」とは、児童生徒の生活・行動面と学力の相関関係を図るために行う調査のこと

３ 県学調の分析結果から見える学力の課題③
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４ 今後取り組むべきこと①（令和４年度行田市教育委員会 学力向上プラン）

●学力調査からの課題

・知識・技能項目で県平均

の正答率を下回っている。

・学力レベルの中位層の伸

びが他の上位、下位より

も低い。(県学調)

●学力調査からの課題

・土日の家庭学習は全国平均

よりもやや上だが、正答率に

つながらない。

→やり方に課題がある。

・スマホ等の一日当たりの利用

率が全国平均よりもやや

上回っている。★日々の授業 ★家庭学習

元気な行田・未来の行田を担う子供の育成

『確かな学力』の育成

授業力向上 学びの支援 家庭との連携

授業改善からの
アプローチ

学びの環境整備
からのアプローチ 学習習慣の定着

生活習慣の改善
からのアプローチ

●学力調査からの課題

・国語では「読解力」に

課題がある。

・中２、３年生ともに

毎年度英語の正答率は

県平均を下回っている。



（１）授業力向上

○「うきしろスタンダード」による授業改善

○授業力向上研修の充実

○道徳教育の充実→非認知能力の育成

○教育指導委員の活用→校内研修の充実
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４ 今後取り組むべきこと②



（２）学びの支援

○学力向上支援教員の有効活用

○図書活動推進教員の積極的活用

○外国語指導助手（ＡＬＴ）の活用

○英語検定補助事業の実施

○タブレット端末活用の推進（家庭でも）
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４ 今後取り組むべきこと③



(3)家庭との連携

○「家庭学習のすすめ」の活用

→学習習慣の確立、定着

○望ましい生活習慣の育成

○読書習慣の確立
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４ 今後取り組むべきこと④


